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さ
よ
う
な
ら
「
ピ
ン
さ
ん
」

大
野
市
名
誉
市
民福
田
一
元
衆
議
院
議
長
逝
去

　

元
衆
議
院
議
長
で
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
福
田
一
氏
が
、
九

月
二
日
午
後
九
時
十
六
分
、
東
京
板
橋
区
の
日
本
大
学
板
橋
病

院
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
九
十
五
歳
。
福
田
氏
は
明
治

三
十
五
年
四
月
一
日
、
井
ノ
ロ
に
生
ま
れ
、
昭
和
二
十
四
年
に

衆
議
院
議
員
に
初
当
選
を
す
る
と
、
平
成
二
年
一
月
に
引
退
す

る
ま
で
、
衆
議
院
議
長
を
は
じ
め
通
産
大
臣
や
自
治
大
臣
、
法

務
大
臣
な
ど
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
に
は
、
初
め
て
の
名
誉

市
民
に
推
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
九
月
二
十
五
日
に
は
市
・
県
合

同
の
追
悼
式
が
、
有
終
会
館
で
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

名誉市民章をつける在りし日の福田氏

通
信
社
の
記
者
か
ら
政
界
へ

　

福
田
氏
は
、
大
正
八
年
旧
制
大

野
中
学
を
卒
業
後
、
旧
制
第
ご
局

等
学
校
か
ら
大
正
ｔ
四
年
東
京
帝

国
大
学
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒
業

後
、
新
聞
連
〈
口
社
に
人
社
。
同
社

が
発
展
し
た
同
盟
通
信
社
（
共
同

通
信
社
の
前
身
）
の
政
治
部
長
、

南
方
総
局
次
長
な
ど
を
歴
任
し
ま

し
た
。

　

終
戦
時
に
は
、
南
方
に
残
る
七

十
万
人
も
の
日
本
人
に
情
報
提
供

を
す
る
た
め
、
進
駐
し
て
き
た
イ

ギ
リ
ス
軍
に
掛
け
合
い
「
世
界
時

報
」
と
い
う
新
聞
を
編
集
・
発
行

し
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
昭
和
二
ｔ
一
年
戦
後

初
の
総
選
挙
に
出
馬
し
ま
し
た
が

落
選
。
昭
和
二
十
四
年
の
総
選
挙

に
四
度
目
の
立
候
補
を
し
当
選
、

「
代
議
士
福
田
ご
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。

気
骨
あ
る
政
治
家

　

氏
は
当
選
後
、
一
年
生
議
員
な

が
ら
経
済
復
興
を
重
要
課
題
に
、

活
発
な
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
電
力
問
題
や
繊
維
問
題

に
取
り
組
み
、
電
源
開
発
促
進
法

の
制
定
で
は
電
力
小
委
員
会
の
委

員
長
と
し
て
電
源
開
発
会
社
（
電

発
）
の
設
立
に
貢
献
し
ま
し
た
。

電
源
開
発
会
社
は
、
の
ち
に
九
頭

竜
ダ
ム
や
岐
肌
に
県
の
御
ほ
衣
ダ
ム

を
開
発
し
ま
す
。

　

氏
の
硬
骨
漢
ぶ
り
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
た
の
は
、
昭
和
五
ト
ー
一
年

赤
軍
派
に
よ
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
ダ
ッ
カ
で
の
、
日
航
機
ハ
イ
ジ

ャ
ッ
ク
事
件
で
す
。

　

法
務
大
臣
で
あ
っ
た
福
田
氏
は
、

超
法
規
的
措
置
で
国
内
の
赤
軍
派

メ
ン
バ
ー
を
釈
放
し
た
責
任
を
取

っ
て
、
当
時
の
福
田
首
相
の
慰
留

を
振
り
切
っ
て
辞
任
し
ま
し
た
。

　

法
務
大
臣
時
代
に
は
、
ロ
ッ
キ

ー
ド
事
件
で
取
り
出
た
さ
れ
た
灰

色
高
官
の
氏
名
公
表
を
め
ぐ
り
、

「
灰
色
で
は
人
権
問
題
に
か
か
わ

る
」
と
し
て
、
首
相
の
意
向
に
背

き
こ
れ
を
拒
否
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
福
田
氏
の
ス
ジ
を

通
す
性
格
を
表
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

囲
碁
が
広
げ
た
人
脈

　

氏
の
囲
碁
好
き
は
よ
く
知
ら
れ

た
と
こ
ろ
で
、
腕
前
は
プ
ロ
級
と

の
こ
と
で
し
た
。
議
長
時
代
に
は

首
相
と
衆
参
両
議
長
、
最
高
裁
長

官
の
三
権
の
長
が
集
ま
る
と
い
う

前
代
未
聞
の
囲
碁
大
会
を
催
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

記
者
時
代
か
ら
、
囲
碁
を
通
し

て
、
政
界
や
軍
関
係
者
と
も
親
し

く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
囲
碁
は

氏
の
広
い
人
脈
形
成
と
政
治
活
動

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
よ
う

で
す
。

郷土が生んだ初の大臣としてお国入り（38．9．15）

市長室で故森広市長と（39．9．15）



衆議院議長就任で故川崎市長と三番通りを
カーパレード（58．8。13）

市役所前で3，000人の市民がちょうちん

で歓迎（58．8．13）

　　　　

－－－〔Ξニ．ys．y三

　

大野市・大野郡選挙区選出の県議会議員、林順－氏が9月

旧日、肝不全のため福井市の済生会病院で亡くなられました。

享年は、48歳。氏は、昭和62年から平成7年まで大野市議会

議員を2期務め、教育民生常任委員長や産業経済常任委員長

などを歴任されました。平成7年4月に行われた統－地方選

挙で、県議会議員に初当選。総務教育常任副委員長や予算特

別委員会委員などを務めました。これからますますの活躍が

期待される中、任期途中での訃報でした。謹んでご冥福をお

祈りします。

真
を
守
っ
て
志
満
つ

　

氏
は
生
前
、
求
め
ら
れ
る
と
決

ま
っ
て
こ
の
言
葉
を
し
た
た
め
ま

し
た
。
「
道
を
守
る
人
は
、
そ
の

本
心
が
満
ち
て
足
ら
な
い
こ
と
が

な
い
」
と
の
意
味
で
す
。

　

鋭
い
眼
光
と
ぴ
ん
と
伸
ば
し
た

背
筋
が
、
ス
ジ
を
通
す
気
骨
あ
る

人
柄
を
表
し
て
い
た
反
面
、
誠
実

で
は
っ
た
り
の
な
い
性
格
で
親
し

い
人
か
ら
は
「
ピ
ン
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

記
者
時
代
の
帝
国
議
会
か
ら
数

え
て
「
赤
じ
ゅ
う
た
ん
五
上
年
」
。

福
田
氏
の
著
書
の
表
題
に
も
な
っ

た
言
葉
で
す
。

有終公園にある顕彰像除幕式で竹下元首相らと（6．6．5）

故
福
田
一
氏
の
経
歴

明
治
3
5
年
4
月
1
日
旧
富
田
村
井
ノ
ロ
に
生
ま
れ
る

大
正
1
5
年
高
等
文
官
行
政
科
合
格

昭
和
2
年
東
京
帝
国
大
学
仏
法
科
卒
業

　
　
　
　
　
　
　
　

新
聞
連
合
社
を
経
て
同
盟
通
信
に
人
社
。

　
　
　
　
　
　
　
　

政
治
部
長
、
南
方
総
局
次
長
を
最
後
に
終
戦
直

　
　
　
　
　
　
　
　

後
、
離
職

昭
和
2
4
年
1
月
衆
議
院
議
員
選
挙
初
当
選

昭
和
2
7
年
1
0
月
労
働
政
務
次
官

昭
和
3
4
年
6
月
衆
議
院
内
閣
委
員
長

昭
和
3
7
年
7
月
第
2
次
池
田
改
造
内
閣
で
通
産
大
臣

昭
和
3
8
年
1
2
月
第
3
次
池
田
内
閣
で
通
産
大
臣

昭
和
4
1
年
1
月
衆
議
院
予
算
委
員
長

昭
和
4
7
年
7
月
第
1
次
田
中
内
閣
で
自
治
大
臣
・
北
海
道
開
発

　
　
　
　
　
　
　
　

庁
長
官

昭
和
4
8
年
1
月
自
民
党
国
会
対
策
委
員
長

　
　
　
　

4
月
勲
I
等
旭
日
大
綬
章
受
賞

昭
和
4
9
年
H
月
第
2
次
田
中
内
閣
で
自
治
大
臣
・
国
家
公
安
委

　
　
　
　
　
　
　
　

員
長
・
北
海
道
開
発
庁
長
官

　
　
　
　

り
一
月
三
木
内
閣
で
自
治
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
道
開
発
庁
長
官

昭
和
5
1
年
1
2
月
福
田
内
閣
で
法
務
大
臣

昭
和
5
2
年
2
月
国
会
議
員
勤
続
2
5
年
表
彰

昭
和
5
2
年
1
0
月
自
民
党
道
路
調
査
会
長
・
党
則
改
正
委
員
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　

総
裁
選
挙
管
理
委
員
長

昭
和
5
5
年
7
月
第
6
2
代
衆
議
院
議
長
に
就
任

　
　
　
　

1
2
月
大
野
市
名
誉
市
民
（
第
1
号
）
推
挙

昭
和
5
8
年
H
月
衆
議
院
議
長
を
退
任

昭
和
5
9
年
1
月
自
民
党
最
高
顧
問
に
就
任

　
　
　
　

H
月
勲
1
等
旭
日
桐
花
大
綬
章
受
賞

平
成
2
年
1
月
衆
議
院
解
散
・
引
退
（
当
選
1
4
回
）

平
成
9
年
9
月
2
日
永
眠



市民参加のより開かれた市政のために

情報公開懇話会が市へ提言書
来
年
4
月
実
施
を
予
定

　

市
は
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
し
、
情
報
公
開
制
度

の
導
入
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
来
年

四
月
実
施
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
市
が

設
置
し
た
大
野
市
情
報
公
開
懇
話
会
か
ら
、
市
長
へ

「
大
野
市
の
情
報
公
開
制
度
に
関
す
る
提
言
」
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
制
度
導
入
の
基
礎
資
料
と
な
る
提

言
書
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市長に手渡す茂呂会長と、提出された
提言書（写真右）

知
る
権
利
確
立
を
目
指
す

　

情
報
公
開
制
度
は
、
こ
れ
ま
で

市
の
広
報
紙
や
各
種
刊
行
物
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
提
供
し
て
き

た
情
報
に
加
え
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
請
求
に
応
じ
て
、
市
が
持
っ
て

い
る
情
報
（
公
文
書
）
を
原
則
公

開
し
て
い
く
制
度
で
す
。

　

市
で
は
、
情
報
公
開
に
対
応
す

る
た
め
、
こ
の
四
月
に
行
政
資
料

室
を
開
設
す
る
と
同
時
に
、
各
種

市
民
団
体
の
代
表
や
学
識
経
験

者
、
公
募
に
よ
る
委
員
の
計
十
一

人
を
委
嘱
し
、
情
報
公
開
懇
話
会

（
茂
呂
賞
北
陸
大
学
教
授
）
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
話
会
で
は
、
制
度
の
意
義
お

よ
び
目
的
を
「
市
民
参
加
の
開
か

れ
た
市
政
の
推
進
を
図
り
、
市
民

の
市
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を

深
め
、
も
っ
て
地
方
自
治
本
来
の

目
的
に
即
し
た
住
民
自
治
の
実
現

と
知
る
権
利
を
保
証
す
る
こ
と
」

と
と
ら
え
、
そ
の
実
現
に
向
け
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

制
度
は
市
民
の
立
場
で

　

提
言
書
で
は
、
▼
原
則
公
開
▼

個
人
情
報
の
保
護
▼
市
民
が
利
用

し
や
す
い
制
度
、
を
情
報
公
開
の

基
本
原
則
に
し
て
い
ま
す
。

　

公
開
の
実
施
対
象
は
、
市
長
部

局
・
教
育
委
員
会
部
局
・
選
挙
管

理
委
員
会
・
監
査
委
員
・
公
平
委

員
会
・
農
業
委
員
会
・
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
議
会
に
つ
い
て
は
、
議
会
の

自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、
実

施
機
関
と
な
る
こ
と
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

　

公
開
の
対
象
と
な
る
情
報
と

は
、
実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上

作
成
ま
た
は
取
得
し
た
文
書
で
、

決
裁
や
供
覧
の
手
続
が
終
了
し
た

も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
開
を
請
求
で
き
る
範
囲
は
、

▼
市
民
▼
市
内
に
事
務
所
ま
た
は

事
業
を
持
つ
個
人
お
よ
び
法
人
そ

の
他
の
団
体
▼
市
内
に
勤
務
す
る

人
▼
市
内
学
校
の
在
学
生
▼
実
施

機
関
の
事
業
に
具
体
的
な
利
害
関

係
が
あ
る
人
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

提
言
書
は
、
市
民
の
立
場
に
立

っ
て
、
よ
り
広
く
公
開
請
求
で
き

る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

原
則
公
開
、
し
か
し

守
ら
れ
る
べ
き
も
の
は
守
る

制
度
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
原

則
公
開
と
し
な
が
ら
も
、

個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
係
す
る
こ
と
、

法
人
な
ど
の
正
当
な
利

益
を
害
す
る
も
の
な
ど

に
つ
い
て
は
、
非
公
開

と
し
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
い
た
ず
ら

に
非
公
開
の
基
準
を
行

政
の
裁
量
に
よ
り
広
げ

る
こ
と
は
こ
の
制
度
の

根
幹
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

非
公
開
の
基
準
を
合
理
的
な
理
由

の
あ
る
必
要
最
小
限
と
す
る
べ
き

と
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も

　

提
言
書
は
、
制
度
導
入
後
の
総

合
窓
口
と
し
て
利
用
者
の
便
宜
が

図
れ
る
よ
う
、
行
政
資
料
室
の
充

実
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
化
社
会
に
対
応
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
公
開
端
末

な
ど
を
利
用
し
、
積
極
的
な
情
報

提
供
施
策
の
充
実
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

提
言
書
は
行
政
資
料
室
に

　

こ
の
提
言
書
は
、
市
役
所
一
階

ロ
ビ
ー
に
あ
る
行
政
資
料
室
で
、

だ
れ
で
も
自
由
に
閲
覧
・
コ
ピ
ー

（
有
料
）
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市

総
務
課
情
報
管
理
係
（
豊
6
6
・
1

1
1
1
内
線
4
3
8
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

重要な公開手段として期待され
るインターネット



守
ろ
弓
ご
み
分
別
の
ル
ー
ル

　
　
　
　

違
反
は
警
告
シ
ー
ル
で
収
集
せ
ず

　

市
で
は
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
の
実
施
に
合
わ
せ
て
、
こ
の

四
月
か
ら
新
し
い
ご
み
の
分
別
排

出
・
収
集
方
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
燃
え
る
ご
み
の
排
出
量
が
大

幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
ご
み
の
減

量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
一

定
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
部
の
地
域
で
は
、

ま
だ
完
全
に
理
解
を
得
ら
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
収
集

日
を
間
違
っ
て
出
し
た
り
、
空
き

缶
な
ど
の
資
源
ご
み
を
燃
え
る
ご

み
と
混
ぜ
て
出
す
な
ど
、
ご
み
出

し
の
マ
ナ
ー
は
完
全
に
浸
透
し
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
分
別
排
出
の

マ
ナ
ー
を
徹
底
す
る
た
め
警
告
シ

ー
ル
を
作
製
し
、
九
月
一
日
か
ら

使
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

シ
ー
ル
は
▼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
持
ち
込
む
べ
き
ご
み
（
粗

大
・
事
業
系
）
を
出
し
た
▼
指
定

日
以
外
の
ご
み
を
出
し
た
▼
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
資
源
ご
み
を
出
し

た
I
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
違
反
し
た
場
合
に
こ
れ

ら
の
シ
ー
ル
を
は
り
、
収
集
を
し

ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6
1
2
0
）

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
か

　
　

国
保
と
老
人
医
療
は
1
0
月
「
一
日
更
新

　

大
野
市
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
証
（
保
険
証
）
は
、
九
月
末
日

で
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
、
老
人
医
療
受
給
者
証

（
老
人
保
健
）
も
九
月
末
日
で
期

限
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
保
険
証
や
受
給
者
証

は
、
各
区
長
を
通
じ
て
配
布
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い

た
も
の
は
、
新
し
い
も
の
と
引
き

換
え
に
区
長
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な

い
場
合
に
は
、
各
区
長
に
確
認
の

う
え
、
市
役
所
市
民
課
国
保
係
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

社
会
保
険
に
加
入
し
た
り
転
居

し
た
場
合
、
加
入
医
療
保
険
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
速
や

か
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役

　

所
市
民
課
国
保
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
5
7
）

魅力あるまちの風景求めます

第1【回大野市景観賞

　

市では、魅力ある景観をつくり出している建築物や工作物、な

らびにより良い景観の維持向上に努めている団体などを広く募集

し、表彰します。

　

自薦・他薦は問いません。応募をお待ちしています。

推薦・応募対象

　

I建築部門市内で完成した建築物、工作物、またはそれらを

　　

複合したもので、次のいずれかの条件を満たしたもの（例え

　　

ば、個人住宅・集合住宅・店舗・塀・門・庭園・生け垣・照

　　

明灯など）

　　

①デザイン、色彩などが周辺環境に調和し、優れた景観をつ

　　　

くり出しているもの

　　

②歴史的な景観に調和するもの、または自然環境の保全に寄

　　　

与しているもの

　　

③地区のシンボルとして優れた景観形成に寄与しているもの

　

H活動部門市内で景観の維持向上に努めている団体など（例

　　

えば、ごみ拾いや清掃などの環境美化運動、まちなみ保存な

　　

どのまちづくり活動など）

推薦・応募資格市民をはじめ、広く一般からの推薦または応募

　

による
推薦・応募方法各家庭に9月中に配布した応募用紙に必要事項

　

を記入し、建築部門は対象物件の写真を添えて郵送または持参

表彰点数3点

応募期限10月31日毎（当日消印有効）

応募・問い合わせ先〒912大野市天神町1－1

　

大野市役所都市計画課（豊66・1111内線351）

叩］，4！≒祁痢哨伴棺削g

中野清水の改良工事終わ鳶

　

地
域
住
民
で
つ
く
る
中
野
清
水

を
守
る
会
と
市
が
共
同
で
進
め
て

い
た
中
野
清
水
の
改
良
工
事
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
工
事
残
土
や
汚
泥
を

取
り
除
き
、
生
活
雑
排
水
が
流
れ

込
ま
な
い
よ
う
に
水
路
の
改
修
を

し
ま
し
た
。

　

守
る
会
で
は
、
工
事
に
合
わ
せ

て
水
草
を
植
え
た
り
、
池
を
渡
る

橋
を
架
け
た
り
し
ま
し
た
。

　

こ
ん
こ
ん
と
清
水
が
わ
き
出

し
、
昔
の
面
影
が
よ
み
が
え
っ
た

中
野
清
水
に
、
イ
ト
ヨ
が
戻
る
日

が
楽
し
み
で
す



騒

北
大
野
駅
前
駐
車
場
拡
張
や
織
物
組
合
の
洋
館
取
得
な
ど

－
般
会
計
に
3
億
8
、
6
0
0
万
円
余
り
追
加

　

第
二
百
九
十
一
回
九
月
定
例
市

議
会
は
、
九
月
上
日
か
ら
二
十
四

日
ま
で
開
か
れ
、
「
一
般
会
計
補

正
予
算
案
」
「
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
案
」
な
ど

十
七
議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も
可

決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
三
億
八
千
六
百
上
万

二
千
円
か
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
百
五
上
億
八
千
六
百
五
十
九
万

三
千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
と
比

べ
て
2
・
八
％
の
増
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
北
大
野
駅
前
の

駐
車
場
整
備
や
、
新
た
な
観
光
拠

点
を
整
備
す
る
た
め
織
物
工
業
協

同
組
合
の
洋
館
な
ど
の
取
得
な
ど

で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

観光拠点施設として取得予定の
織物工業協同組合の洋館

゛で・χT工：……：17ヽlj’工゛…………jス，‘j会’

工

：2－・

　

祐工丿，y………・：，工Iべ……゛｀でI

＞・゛卜
原s工首工会斗に原ズ乱

lk，．j工4工卜I図工で，こ工，＿ご・I工，・，・1，工－・し－44－．．4・－／I

一般会計の主な事業

　　　　　

（千円以下切り捨て）
◆総務費

　　

・スターランドさかだに（仮称）の用地取得など

　　

………………………………………………5，603万円

　　

・JR北大野駅前駐車場新設工事………………750万円

◆民生費

　　

・重度身体障害者（児）住宅改造事業補助………400万円

　　

・要介護老人住宅改造補助………………………320万円

　　

・いなやま保育園改築事業補助……………1，522万円

◆衛生費

　

・浄化センター建設の施工監理業務委託・工事，施設内用水

　　

路移転工事など……………………………5，652万円

　

・ダイオキシン類などの排出濃度測定委託……170万円

◆農林水産業費

　

・JA大野市タマネギ収穫機導人補助…………164万円

　

・上庄大井地区土地改良調査設計事業……3，520万円

　

・阿難祖地頭方地係の市有林測量調査と作業路開設

　　

………………………………………………1，365万円

◆商工費

　

・遼寧・大連国際友好都市経済貿易商談と商品展示即売参加，

　　

遼陽市首脳招へい………………………………225万円

　

・織物工業協同組合の洋館と土蔵取得……1，375万円

◆土木費

　

・屋根融雪化促進事業補助…………………1，200万円

　

・小型除雪機購人補助……………………………266万円

　

・市道の改良・舗装工事（単独）…………5，000万円

　

・河川改良工事（単独）……………………3，000万円

◆教育費

　

・有終東小学校の総合遊具整備…………………150万円

　

・文化会館女子身障者用トイレ設置……………149万円

◆災害復旧費

　

・林道嵐谷線災害復旧工事………………………360万円

夢
を
大
野
丸
に
乗
せ
て

平
成
大
野
屋
の
。
商
標
‘
決
ま
る

「井げた」と大野丸をモチーフにした商標

　

大
野
市
の
P
R
に
一
役
か
っ
て

も
ら
う
た
め
、
市
は
昨
年
、
全
国

の
「
大
野
さ
ん
」
に
呼
び
掛
け
、

三
十
五
人
を
「
平
成
大
野
屋
支
店

主
」
に
委
嘱
し
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
「
商
標
（
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
）
」

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
四
月
に
平
成
大
野
屋
本

店
が
発
足
し
だ
の
を
契
機
に
、
今

後
の
事
業
に
役
立
て
る
た
め
、
作

製
し
た
も
の
で
す
。

　
　

「
商
標
」
は
、
幕
末
の
大
野
屋

の
多
く
が
印
章
に
使
用
し
、
大
野

藩
の
藩
旗
に
も
描
か
れ
て
い

た
「
井
げ
た
」
を
基
調
に
し
、

同
じ
く
大
野
藩
の
樺
太
開
拓

に
活
躍
し
た
大
野
丸
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

作
製
に
あ
た
っ
て
は
市
内

の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
素
案

作
製
を
依
頼
し
、
番
頭
会
で

協
議
し
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
商
標
」
は
、
支
店

主
の
名
刺
や
看
板
に
利
用
す

る
な
ど
、
平
成
大
野
屋
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
し
て
、
今

後
の
事
業
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

平
成
大
野
屋
で
は
支
店
主

か
ら
の
紹
介
な
ど
で
市
を
訪

れ
る
人
に
、
大
野
を
P
R
し

て
も
ら
う
賛
助
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
平
成
大
野
屋
本
店

（
市
総
合
政
策
課
内
豊
6
6
・
1
1

1
1
内
線
4
3
2
）
ま
で
。
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団体5種目に優勝

県圈柳ぽ会夏痩i会

　

八
月
九
日
～
十
一
日
に
、
第
四

十
九
回
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会

が
、
県
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
市
か
ら
は
、
四
百
十
六
人
の

選
手
が
二
十
五
の
競
技
に
出
場
。

総
合
得
点
で
六
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

団
体
競
技
で
は
、
山
岳
種
目
が

三
年
連
続
し
て
優
勝
。
個
人
競
技

で
は
、
弓
道
の
山
田
文
子
さ
ん
（

御
給
）
が
遠
的
と
近
的
の
二
種
目

で
優
勝
し
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
の
出

口
秀
光
さ
ん
（
花
房
）
が
大
会
新

記
録
を
出
す
な
ど
活
躍
し
ま
し
た
。

　

当
市
関
係
の
団
体
種
目
の
成
績

は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
紙
面
の

都
合
に
よ
り
個
人
成
績
は
省
略
）
。

「
団
体
・
男
子
」

　

▼
優
勝
サ
ッ
カ
ー
・
相
撲
・

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
山
岳
▼
2
位

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ー
ラ
イ
フ
ル
射

　

撃
・
綱
引
き
▼
3
位
バ
ス
ケ

　

ッ
ト
ボ
ー
ル
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

ー
ク
レ
ー
射
撃

「
団
体
・
女
子
」

　

▼
優
勝
弓
道
▼
2
位
バ
ス

　

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ー
ア
ー
チ
ェ
リ

　

ー
▼
3
位
陸
上
・
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

●
市
民
テ
ニ
ス
大
会

期
日
1
0
月
1
2
日
面

場
所
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

種
目
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費
一
組
2
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
水

　

上
健
一
さ
ん
（
〒
9
1
0
福
井

　

市
日
之
出
1
－
3
1
7
北
陸
電

　

力
㈱
内
豊
0
7
7
6
・
2
5
・
8

　

7
3
5
）

●
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

期
日
1
0
月
1
9
日
⑧

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
混
合
9
人
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
池

　

端
定
男
さ
ん
（
〒
9
1
2
大
野

　

市
清
滝
1
2
0
j
2
2
容
6
5
・

　

2
2
2
1
）

●
市
民
弓
道
大
会

期
日
H
月
9
日
⑧

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

部
門
近
的
・
遠
的

種
目
一
般
（
男
女
の
区
別
無
し
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
山

　

口
誠
一
さ
ん
（
〒
9
1
2
大
野

　

市
天
神
町
2
－
2
6
豊
6
6
・
3

　

7
3
7
）

●
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

期
日
H
月
1
6
日
⑨

場
所
有
終
西
小
学
校
体
育
館

種
目
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　

（
各
I
～
3
部
）
、
混
合
ダ
ブ

　

ル
ス

参
加
費
一
人
一
種
目
一
般
5

　

0
0
円
、
高
校
生
3
0
0
円
、

　

中
学
生
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
羽

　

二
生
崇
さ
ん
（
〒
9
1
2
大
野

　

市
中
保
2
3
1
1
6
1
8
豊
6
5
・

　

6
5
4
1
）

奥
越
駅
伝
競
走
大
会

　
　

日
時
の
変
更
に
つ
い
て

　

9
月
号
当
欄
で
紹
介
し
ま
し
た

奥
越
駅
伝
競
走
大
会
の
日
時
が
、

次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

日
時
H
月
1
6
日
⑧
受
付
開
始

　

＝
午
前
8
時

場
所
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

締
め
切
り
日
1
0
月
3
0
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
酋

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

施設

スポット

図農業者健康管理センター

　

富
田
公
民
館
に
併
設
し
て
い
る

大
野
市
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
は
、
市
街
地
か
ら
車
で
約
七
～

八
分
の
上
野
地
区
に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
者
の
健
康
維
持
と
増
進
の

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
健
康
の

相
談
・
指
導
な
ど
の
機
能
を
持
つ

施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
で
は
、
毎
年
、
公
民
館
と

併
せ
て
老
若
男
女
約
二
万

人
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

が
二
面
と
れ
る
体
育
館
。

小
会
議
に
便
利
な
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
ル
ー
ム
。
自
家
製

の
味
噌
を
造
る
こ
と
が
で

き
る
機
器
を
そ
ろ
え
た
栄

養
実
習
室
。
ま
た
、
普
通

サ
イ
ズ
の
毛
布
な
ら
一
度

に
五
枚
洗
う
こ
と
が
で
き

る
大
型
全
自
動
洗
濯
脱
水

機
を
備
え
る
な
ど
、
日
常

生
活
に
密
着
し
た
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

富
田
公
民
館
と
併
設
し

て
い
る
た
め
、
生
涯
学
習

活
動
の
拠
点
と
し
て
も
、
地
域
の

子
供
だ
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
に
と
て
も
便
利
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　

後
9
時
3
0
分

休
館
日
毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

　

一
・
三
日
曜
日
と
そ
の
前
日
、

　

祝
日
、
年
末
年
始

利
用
料
金
各
施
設
や
利
用
時
間

　

帯
な
ど
に
よ
っ
て
様
々
で
す
の

　

で
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　

（
容
6
6
・
4
1
0
1
）



母乳育児

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
で
高
め
た
い

　
　
　
　
　

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
愛
情

　

乳
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
、
粉
ミ
ル
ク
に
頼
り
過
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
。
母
乳
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
病
気
に
対
す
る
免
疫

力
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
親
の
愛
情
を
よ
り
一
層
注
ぐ
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今
月
は
母
乳
と
育
児
に
つ
い
て

お
話
し
ま
し
よ
う
。

低
下
し
た
継
続
率

　

今
年
の
七
月
、
地
域
の
育
児
に

つ
い
て
の
実
態
を
知
る
た
め
「
乳

幼
児
を
お
持
ち
の
お
母
さ
ん
へ
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
愛
育
会
の
会

員
二
百
八
十
九
人
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
八
十
九
・

一
％
の
人
が
母
乳
育
児
を
し
よ
う

と
努
力
を
し
て
い
る
と
い
う
結
果

が
出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
市
全
体
を
対
象
と
し

た
一
歳
六
ヵ
月
健
診
の
と
き
の

「
三
ヵ
月
児
ま
で
母
乳
で
育
て
ま

し
た
か
」
の
問
診
で
は
、
母
乳
育

児
が
、
平
成
三
年
度
に
お
い
て
は

六
十
一
・
五
％
で
あ
っ
た
の
が
平

成
八
年
度
で
は
五
十
・
一
％
と
下

降
し
て
い
ま
し
た
。

　

働
く
お
母
さ
ん
が
多
い
た
め
か

母
乳
育
児
の
継
続
は
難
し
い
よ
う

で
す
。

解
凍
は
湯
せ
ん
で

　

こ
こ
で
、
便
利
な
母
乳
パ
ッ
ク

の
紹
介
を
し
ま
し
ょ
う
。
零
下
こ

十
度
の
冷
凍
に
耐
え
ら
れ
る
袋
に

母
乳
を
搾
乳
し
て
、
冷
凍
保
存
す

る
容
器
で
す
。

　

パ
ッ
ク
を
解
凍
す
る
と
き
は
、

必
ず
湯
せ
ん
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
絶
対
に
体
温
以
上
に

温
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て

解
凍
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子

レ
ン
ジ
で
の
解
凍
は
避
け
ま
し
よ

’
つ
。

　

家
庭
用
冷
蔵
庫
の
冷
凍
室
の
温

度
は
、
セ
氏
マ
イ
ナ
ス
十
五
度
か

ら
マ
イ
ナ
ス
こ
十
五
度
で
す
の
で

最
低
の
温
度
で
保
存
し
て
く
だ
さ

い
。
保
存
期
間
は
、
最
長
で
一
週

間
。
長
く
な
る
と
脂
肪
が
分
離
し

ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

　

冷
凍
し
た
母
乳
の
栄
養
価
は
、

冷
凍
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ

ん
。
多
少
哺
乳
瓶
に
脂
肪
が
つ
い

て
カ
ロ
リ
ー
が
低
下
し
ま
す
が
、

あ
ま
り
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冷
蔵
保
存
は
早
く
使
用

　

哺
乳
瓶
に
搾
っ
て
冷
蔵
庫
で
保

存
す
る
場
合
は
、
あ
ま
り
冷
蔵
庫

を
開
け
閉
め
せ
ず
に
、
十
二
時
間

以
内
に
飲
ま
せ
ま
し
よ
う
。
温
め

る
と
き
は
湯
せ
ん
に
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
母
乳
に
異
常
が
あ
っ

た
り
、
母
親
が
発
熱
・
下
痢
・
肝

炎
な
ど
の
と
き
は
、
母
乳
を
与
え

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

愛育会からのお知らせ

　

大野市連合愛育会では、親子レク

リエーションを開催します。

　

母と子が集い、楽しく触れ合いま

しょう。お父さんの参加も大歓迎で

す。

日時10月18日①午後1時

場所エキサイト広場

内容ソフトバレーボール・バザー

　　　

・親子ゲームなど

負担金会員は無料

　　　　

会員外は100円

申し込み先各地区愛育会の役員

問い合わせ先市保健センター

　　　　　　　

酋65・7333

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・73（33）



暮
ら
し
の

ア
」
ジ
バ
イ
ス

あなたの将来は匯卜

　　　

万全ですが

10月17日は貝5・蓄切〉j11「

生活設計

　

だ
れ
に
で
も
、
ど
う
し
て
も
か
な
え
た
い
夢
が
一
つ
や

二
つ
は
あ
る
は
ず
。
夢
を
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
か
な
え
、
そ

の
た
め
に
は
い
く
ら
必
要
な
の
か
。
こ
の
先
ど
れ
く
ら
い

収
入
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、
あ

な
た
の
将
来
を
し
つ
か
り
見
通
し
、
夢
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
生
活
設
計
を
立
て
ま
し
よ
う
。

計
画
の
必
要
性

　

人
生
に
は
、
結
婚
、
出
産
、
子

供
の
教
育
、
そ
し
て
住
宅
の
取
得

な
ど
大
き
な
出
費
が
待
ち
受
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
人

生
を
ゆ
と
り
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
、
し
っ
か
り
と
生
活
設
計
を
立

て
て
お
い
た
ほ
う
が
賢
明
で
す
。

　

と
い
っ
て
も
難
し
く
考
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
、
何
の

た
め
に
、
ど
れ
く
ら
い
必
要
な
の

か
を
把
握
し
て
計
画
を
立
て
れ
ば

よ
い
の
で
す
。
「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
こ
れ
で
毎
日
の
生
活
も

お
の
ず
と
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
て
き

ま
す
。

家
計
簿
の
ス
ス
メ

　

生
活
設
計
を
立
て
て
も
夢
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分

た
ち
の
生
活
の
収
支
を
知
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
家

計
簿
を
付
け
る
こ
と
が
最
適
で
す
。

　

し
か
し
「
い
ざ
家
計
簿
を
記
帳

し
よ
う
と
し
て
も
三
日
坊
主
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
」
。
こ
ん
な
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
続
き
の
コ
ツ

　

家
計
簿
の
費
目
は
自
分
の
暮
ら

し
に
合
わ
せ
、
自
分
の
知
り
た
い

も
の
か
ら
始
め
ま
し
よ
う
。

　

例
え
ば
「
食
費
と
そ
の
他
」
や

「
食
費
・
教
育
費
・
被
服
費
・
そ

の
他
」
な
ど
、
一
つ
ず
つ
費
目
を

増
や
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。

自
分
だ
け
の
費
目
を
作
る
の
も
楽

し
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
家
計
簿
を
毎
日
付
け
な

く
て
も
済
む
工
夫
も
し
て
み
ま
し

よ
う
。
レ
シ
ー
ト
は
必
ず
も
ら
う

よ
う
に
し
て
、
色
鉛
筆
な
ど
で
費

目
ご
と
に
印
を
し
て
お
く
と
便
利

で
す
。

　

日
々
の
家
計
管
理
を
す
る
こ
と

で
、
将
来
へ
の
生
活
設
計
が
立
て

や
す
く
な
り
ま
す
。
一
時
的
な
赤

字
は
気
に
せ
ず
、
年
間
で
黒
字
に

な
る
よ
う
努
力
し
ま
し
よ
う
。

貯蓄とは単にお金を貯めること

だけでなく、ちょうど4つ葉の

クローバ一のように4つの貯蓄

が一体になったものです。

生活設計診断を受けてみませんか

　

10月から生活設計診断（無料）が「しっかり診

断」「らくらく診断」の2コースに改められました。

　

このシステムは、従来の家計基礎データや金融

経済データをもとに将来の家計収支と金融資産残

高の推移を試算し、グラフとメッセージで提示す

るシステムを更に発展させたもので、次の大きな

特徴があります。

★診断機能の2系列化しっかり診断（詳細診断）

　

とらくらく診断（簡易診断）の2系列化

★入力項目の工夫収入変化や将来の支出計画な

　

どの基礎的条件の変化に、より柔軟に対応でき

　

る工夫

★診断メッセージの充実ライフステージ別のゆ

　

とりの変化や、子供の教育費の推移、消費スタ

　

イル、老後の意識に対するコメントを充実

問い合わせ先福井県貯蓄推進委員会（〒910

　

福井市順化1－1一1福井銀行本店内日本

　

銀行福井事務所豊0776・22…4495）

消費生活に31するご柵叫消費者相談センターへ容66…1111F＊3lM4（lふ；）
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
今月のスナップ

鋭い質問に市長もたじたじ

　

（本会議場で小学生議会）

＜るー・3e登場 西谷もじり保存会

心
に
残
る
「
も
じ
り
」
を
次
世
代
に

　

西
谷
も
じ
り
保
存
会
は
、
八
月

十
四
日
に
発
会
し
た
ば
か
り
で
す
。

　

会
員
は
、
旧
西
谷
村
の
出
身
者

や
村
と
ゆ
か
り
の
あ
る
人
で
、
現

在
百
人
近
く
を
数
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
四
十
年
の
水
害
の
影
響
で

西
谷
村
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
廃

村
と
な
り
ま
し
た
。

　

真
名
川
上
流
の
山
間
に
あ
っ
た

旧
西
谷
村
で
は
、
娯
楽
ら
し
い
も

の
が
な
く
、
「
も
じ
り
」
や
「
べ

っ
ち
ょ
せ
」
な
ど
の
踊
り
が
唯
一

の
楽
し
み
で
し
た
。
当
時
の
人
々

の
一
番
の
晴
れ
着
で
あ
る
「
も
じ

り
袖
」
の
着
物
を
着
て
、
盆
や
正

月
に
各
集
落
を
踊
り
歩
い
た
こ
と

か
ら
「
も
じ
り
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

村
が
廃
村
と
な
り
、
こ
の
踊
り

も
村
の
出
身
者
が
新
年
会
な
ど
で

集
ま
っ
た
と
き
に
踊
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
年
々
踊
れ
る
人
が
高
齢

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

な
ん
と
か
踊
り
を
次
世
代
に
伝
え

村
出
身
以
外
の
人
に
も
知
っ
て
も

ら
お
う
と
保
存
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

保
存
会
の
発
起
人
の
一
人
で
、

世
話
役
を
務
め
る
前
田
綾
子
さ
ん

は
当
時
を
振
り
返
っ
て
、
「
幼
い

こ
ろ
、
父
は
よ
く
私
を
肩

車
に
し
な
が
ら
踊
り
の
音

頭
取
り
を
し
て
い
ま
し

た
。
今
で
も
そ
れ
を
、
鮮

明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
お

宮
の
境
内
や
持
ち
回
り
で

個
人
の
家
な
ど
で
明
け
方

ま
で
一
晩
中
続
け
ら
れ
ま

し
た
」
。

　

も
と
も
と
、
も
じ
り
は

唄
と
踊
り
だ
け
で
し
た
が
、

前
田
さ
ん
が
民
謡
好
き
な

せ
い
も
あ
り
、
現
在
は
そ

の
原
型
を
崩
さ
な
い
よ
う

に
工
夫
し
、
三
味
線
や
太

鼓
、
尺
八
を
伴
奏
に
付
け

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
も

じ
り
を
披
露
、
会
員
の
皆
が
協
力

し
合
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
、
保
存
と
伝
承
に
努

め
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
前
田
綾
子

さ
ん
（
容
6
5
・
5
5
8
8
）
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
老
夫
婦
』

　

最
近
は
、
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ
イ
ド

（
六
月
の
花
嫁
）
も
増
え
て
き
て

い
ま
す
が
、
十
月
の
花
嫁
や
十
月

に
結
婚
記
念
日
を
迎
え
る
人
は
、

ま
だ
ま
だ
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
月
は
、
バ
ン
サ
ン
の

『
老
夫
婦
』
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
本
は
、
歌
手
の
ジ
ャ
ツ

ク
ー
ブ
レ
ル
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
感

銘
を
受
け
た
バ
ン
サ

ン
が
、
そ
の
歌
を
絵

に
し
た
も
の
で
す
。

　
　

「
ブ
レ
ル
の
歌
を

聴
か
ず
に
は
、
一
筆

た
り
と
も
描
い
た
り

塗
っ
た
り
す
る
こ
と

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
」

と
、
友
人
へ
の
手
紙

に
あ
る
よ
う
に
独
特

の
線
と
光
と
影
か
ら

は
、
歌
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
　

「
夫
婦
二
人
き
り

で
、
何
事
も
な
く
老
い
る
生
活
は

静
か
で
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間

が
流
れ
、
そ
の
中
で
人
間
も
ま
た
、

静
か
に
穏
や
か
に
生
き
て
い
る
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

今
の
慌
た
だ
し
さ
と
全
く
異
な
っ

た
空
間
に
少
し
憧
れ
た
り
し
ま
す
。

　

し
か
し
「
話
す
こ
と
も
な
く
、

と
き
お
り
、
お
た
が
い
に
そ
っ
と

目
を
や
る
ば
か
り
」
「
ゆ
め
も
な

く
、
思
い
や
り
が
あ
る
ば
か
り
」

な
ど
と
言
葉
に
さ
れ
る
と
、
途
端

に
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

婦
人
が
一
人
残
さ
れ
、
街
を
歩

い
て
い
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

置
場
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
彼
女
の

腕
、
周
り
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
達
を

見
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
。

　

本
の
中
の
老
夫
婦
に
、
自
分
と

相
手
を
重
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
a

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　　　　　　　　

『老夫婦』

絵ガブリエル・バンサン詩ジャック・ブレル

　　　

訳今江祥智ブックローン出版
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私宅，ベノ・．｀ぐこ，そ

公
立
幼
稚
園
で
も
三
歳
児
の
受
け
入
れ
を

圏

　

私
は
、
二
歳
と
三

歳
の
二
人
の
子
を
持

つ
母
親
で
す
。

　

幼
児
は
、
三
歳
く
ら
い
か
ら
友

だ
ち
と
の
遊
び
が
必
要
で
す
。
上

の
子
は
、
現
在
、
保
育
園
に
通
っ

て
い
て
、
四
歳
か
ら
は
幼
稚
園
に

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
き
れ
ば
、
三
歳
か
ら
保
育
料

の
安
い
公
立
の
幼
稚
園
に
通
わ
せ

た
い
の
で
す
が
、
近
く
の
幼
稚
園

で
は
、
四
歳
児
か
ら
し
か
受
け
入

れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

　

三
歳
か
ら
通
え
れ
ば
、
途
中
で

園
を
変
わ
る
必
要
も
な
く
、
も
っ

と
友
だ
ち
も
増
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ぜ
ひ
、
公
立
幼
稚
園
で
も
三
歳

児
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
細
川
節
子
・
七
板
）

M
I

　

現
在
、
当
市
の
公

立
幼
稚
園
で
は
、
五

歳
児
と
四
歳
児
し
か

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
の
条
例
や
規
則
で
、
入
園
資
格

を
「
大
野
市
に
住
居
を
有
す
る
小

学
校
入
学
前
一
年
の
幼
児
と
す
る
。

た
だ
し
、
志
望
者
が
少
な
く
定
員

に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
年
齢
を
一

年
繰
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

国
の
幼
稚
園
設
置
基
準
で
は
、

三
歳
児
と
四
歳
児
の
混
合
教
育
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、

三
歳
児
を
受
け
入
れ
す
る
場
合
に

は
、
独
自
で
三
歳
児
の
ク
ラ
ス
を

新
設
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
年
々
少
子

化
か
進
み
、
昭
和
六
十
一
年
当
時

に
は
二
百
四
十
二
名
の
園
児
数
が

現
在
で
は
、
七
十
九
名
に
ま
で
減

少
し
、
将
来
的
に
も
増
加
は
望
め

な
い
状
態
で
す
。

　

三
歳
児
ク
ラ
ス
の
新
設
に
伴
う

施
設
の
設
置
、
ま
た
保
育
園
や
私

立
幼
稚
園
の
運
営
状
況
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
現
状
の
五
ヵ
所
の
公

立
幼
稚
園
で
四
歳
児
と
五
歳
児
の

み
の
受
け
入
れ
は
可
能
で
す
が
、

三
歳
児
の
受
け
入
れ
ま
で
は
困
難

と
考
え
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま

す
。
（
学
校
教
育
課
長
）

昌緋萌歌

最
新
設
備
で
農
業
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る

　

松
田
忠
三
万
（
麗
霜
j
）

　

松
田
さ
ん
は
、
新
河
原
生
産
組

合
の
組
合
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

新
河
原
地
区
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
、
稲
の
転
作
対
応
に
と
農

業
生
産
組
合
を
作
り
ま
し
た
。
農

機
具
の
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
機
・

コ
ン
バ
イ
ン
の
共
同
利
用
や
、
農

地
の
請
負
耕
作
な
ど
、
農
業
の
集

団
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
農
家
か
ら
農
地
を
全

面
請
負
す
る
場
合
に
は
、
農
事
組

合
法
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
去
年
の
三
月
、
組
合
を
法
人

化
し
ま
し
た
。

　

組
合
で
は
今
年
、
県
と
市
の
補

助
を
受
け
て
、
奥
越
で
初
め
て
の

養
液
栽
培
施
設
を
建
設
し
ま
し
た
。

事
業
費
は
約
一
億
円
。

　
　

「
法
人
化
に
よ
り
、
専
従
の
職

員
を
雇
い
入
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

冬
場
の
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
冬
で
も
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
と
こ
の
施
設
を
作
り
ま
し

た
。
若
者
の
農
業
離
れ
が
進
む
中
、

通
年
雇
用
の
場
が
で
き
、
後
継
者

が
で
き
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
松
田
さ
ん
は
将
来
を
展
望

し
ま
す
。

　

施
設
で
は
、
一
年
中
需
要
の
あ

る
ト
マ
ト
を
栽
培
。
半
促
成
・
抑

制
栽
培
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
付

加
価
値
の
高
い
時
期
に
出
荷
し
ま

す
。

　

将
来
的
に
は
も
う
一
棟
を
増
築

し
、
組
合
の
安
定
経
営
を
図
る
こ

と
が
夢
だ
そ
う
で
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
地
球
村
」

　
　
　

高
木
善
之
さ
ん
講
演

　

「
美
し
い
地
球
を
子
供
た
ち
に
」

と
、
全
国
各
地
で
地
球
環
境
に
つ

い
て
講
演
を
行
っ
て
い
る
高
木
さ

ん
。
わ
か
り
や
す
い
説
明
や
そ
の

姿
勢
に
賛
同
の
輪
が
全
国
的
に
広

か
っ
て
い
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
9
日
⑥
午
後
6
時

場
所
市
文
化
会
館

入
場
券
前
売
り
1
0
0
0
円

　

当
日
1
2
0
0
円

入
場
券
販
売
場
所
市
役
所
、
文

　

化
会
館
、
図
書
館
、
福
井
新
聞

　

大
野
支
社

問
い
合
わ
せ
先
森
永
美
穂
さ
ん

　

（
豊
6
6
・
6
2
6
6
）

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

出
店
者
募
集

　
　

「
下
庄
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、

家
庭
な
ど
に
眠
っ
て
い
る
不
用
品

を
販
売
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

販
売
で
き
な
い
物
も
あ
り
、
販

売
方
法
や
売
値
の
目
安
な
ど
詳
し

く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
5
日
①
午
後
3
時
～

　

9
時
（
前
夜
祭
）
2
6
日
⑨
午

　

前
9
時
～
午
後
3
時

場
所
下
庄
公
民
館

申
し
込
み
期
限
1
0
月
1
7
日
②

問
い
合
わ
せ
先
下
庄
公
民
館

　
　

（
酋
6
6
・
2
1
4
2
）



3ciaaのおおの扁宍まつり

光の幻題七言どリ仁心つ比兄い出のヨ

　

8月13日から16日まで、市内の各会場で「お

おの城まつり」が開かれました。今年は第30回

の節目の年。初日の夜には、真名川憩いの島で

「あなたの夢・心を打ち土げよう」をテーマに

大花火大会が開かれ、健康祈願や商売繁盛など

願いを披露し、約卜500発の花火が打ち上

げれました。14日から五番商店街会場で開幕さ

れた越前おおのおどりは、15・16日の両日、六

間会場で最高潮に達しました。やぐらから「大

野音頭」や「神子踊り」などのおはやしが流れ、

浴衣姿にうちわを手に市民やお盆で帰省した人

たちは夜遅くまで踊りの輪を繰り広げました。

踊りを楽しんだ人は、三夜で延べ約8万人。第

30回記念イベントでは、ちょうちんを使っての

人文字が、15日夜、大野城が建つ亀山のふもと

の大野高校跡地で描かれました。ライトアップ

された城を背景に「しろまつり」の5文字が、

浮かび上がりました。このほかにも六間会場で、

ラップ＆サンバのリズムにあわせて踊るコンテ

スト、期間中行事として、今年阪谷地区に整備

されたばかりの向山モーターパークで、第11回

県オフロードジャンボリーが開かれるなどさま

ざまなイベントにそれぞれの夏を楽しみまし

た。

話遇回也場μ＿ぎ割＿ぎ＿海S・…・…



話猫回也場
空き店舗利用で商店街活性化

「五番名水庵」開設

　

8月14日、五番商店街に五番名水庵が開所

しました。名水庵は、大野商工会議所が、商

店街の空洞化対策として、国・県・市の補助

を受け、空き店舗を改装し設置。休憩所やギ

ャラリー、インターネットの無料体験コーナ

ーが設けられ、定期的にイベントも開催され

ます。全国的に商店の郊外移転や廃業などに

よる空き店舗が年々増えていく中、名水庵開

設により、商店街の復権が期待されます。

朝倉公しのび創作舞踊など

幻の都物語inおおの

　

8月20日、朝倉義景公をしのんで、幻の都

物語inおおのが開かれました。朝倉氏は戦

国時代に、5代102年にわたって栄華を誇

りましたが、織田信長に追われ落ち延びた義

景は、当市で自害しました。泉町には義景の

墓があります。当日は、曹源寺での法要の後

に、有終会館で講話と郷土出身の作家井ノ部

康之さんの作ったナレーションに乗せ、幻想

的な創作舞踊が行われました。

県内初訓練

防災ヘリとの連携救助
8月25日、真名川憩いの島で大野地区消防本

部と県防災航空事務所との合同訓練が行われ

ました。事故発生により地上からの救助が困

難な救助者を想定し、消防本部から航空事務

所へ防災ヘリコプターの緊急運行を要請。福

井空港からは、13分程で現場に到着し、足を

骨折した人を連携して救助しました。この後。

山火事の消火訓練を実施。県内では初めての

連携訓練で、緊張感が漂っていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

10月

●
里
親
を
募
集

　
　

「
里
親
制
度
」
は
、
家
庭
的
に

恵
ま
れ
な
い
子
供
を
有
志
の
方
に

預
か
っ
て
い
た
だ
き
、
温
か
い
家

庭
の
中
で
育
て
て
い
く
制
度
で
す
。

　

県
で
は
、
里
親
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
県
中
央
児
童
相

　

談
所
（
容
0
7
7
6
・
2
4
・
5

　

1
3
8
）
ま
た
は
市
役
所
福
祉

　

課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
4
7
7
）

●
1
0
月
は
土
地
月
間
で
す

◆
平
成
9
年
地
価
公
示
の
閲
覧

　

土
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
ま

ず
地
価
公
示
価
格
・
地
価
調
査
価

格
を
調
べ
ま
し
よ
う
。

　

関
係
書
類
は
、
市
役
所
で
だ
れ

で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

す
る
場
合
は
、
契
約
の
6
週
間
前

ま
で
に
、
知
事
あ
て
の
「
土
地
売

買
届
出
書
（
A
4
判
）
」
を
、
そ

の
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
定
面
積
と
は
、
①
市
街
化
区

域
＝
2
千
平
方
口
以
上
②
前
記
以

外
の
都
市
計
画
区
域
＝
5
千
平
方

方
‐
以
上
③
そ
の
他
＝
1
万
平
方

‐
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
引
の
価
格
が
著
し
く
高
い
と

き
や
利
用
目
的
が
適
正
で
な
い
場

合
、
知
事
が
取
引
の
中
止
や
変
更

の
勧
告
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
総
合
政

　

策
課
政
策
企
画
係
（
豊
6
6
・
I

　

1
1
1
内
線
4
3
3
）

●
大
野
准
看
護
学
院

　
　
　

入
学
生
を
募
集

　

大
野
准
看
護
学
院
で
は
、
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

人
数
男
女
合
わ
せ
て
1
5
人

資
格
3
5
歳
以
下
で
中
学
卒
業
程

　

度
の
学
力
を
有
す
る
人

入
学
試
験
日
第
1
次
＝
1
0
月
9

　

日
④
午
前
9
時
・
第
2
次
＝
1
2

　

月
9
日
汚
午
前
9
時

試
験
科
目
国
語
・
理
科
（
生
物
）

　

・
面
接

修
業
年
限
2
年

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
准
看
護
学
院
（
〒
9
1
2

　

大
野
市
篠
座
1
1
7
－
6
－
1

　

容
6
6
・
4
6
7
1
）

●
難
病
治
療
に
見
舞
金

　

1
年
以
上
市
内
に
住
み
、
い
わ

ゆ
る
難
病
の
治
療
で
6
ヵ
月
以
上

入
院
や
通
院
を
継
続
し
て
い
る
人

に
、
特
別
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
、
1
0
月
2
4
日

②
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
保
健

　

セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・
7
3
3
3
）

●
合
併
処
理
浄
化
槽

　
　

設
置
計
画
を
調
査

　

市
で
は
、
生
活
雑
排
水
に
よ
る

河
川
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
美
し

い
自
然
を
守
る
た
め
、
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
実
施
予
定
数
を
把
握

す
る
た
め
、
m
一
月
に
浄
化
槽
設
置

計
画
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

設
置
予
定
の
あ
る
人
は
、
各
区

長
を
通
じ
、
市
保
健
衛
生
課
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
保
健
衛

　

生
課
（
容
6
5
・
7
3
3
3
）

●
一
日
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
開
催

　

仕
事
や
雇
用
保
倹
・
年
金
の
こ

と
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
1
0
月
1
6
日
④
正
午
～
午

　

後
4
時

場
所
リ
ブ
レ
ー
階
西
口

問
い
合
わ
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

大
野
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）

●
手
話
講
座

日
時
1
0
月
2
8
日
収
～
H
月
2
5
日

　

㈹
の
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時

　

3
0
分
～
9
時
（
計
5
回
）

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

受
講
料
5
0
0
円

定
員
先
着
2
0
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
酋
6
5
・

　

7
2
2
1
）

●
「
英
語
で

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
講
座

日
時
1
0
月
3
1
日
②
～
毎
週
金
曜

　

日
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　
　

（
計
1
0
回
）

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

受
講
料
2
0
0
0
円

対
象
高
校
生
～
3
0
歳
未
満

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

7
2
2
1
）

●
犬
の
予
防
注
射
は

　
　
　

済
み
ま
し
た
か

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
開
業
獣

医
師
の
注
射
を
受
け
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
注
射
済
票
の
交
付
を
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
場
合
に

は
、
予
防
注
射
と
登
録
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
死
ん
だ
り
、

他
人
に
譲
っ
た
場
合
も
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
保
健
セ
ン
タ

　

ー
（
a
6
5
・
7
3
3
3
）

交通
安全

聶
び

道
路
交
通
法
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
八
年
中
の
交
通
事
故
件

数
は
、
約
七
十
七
万
件
と
史
上

最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
加
し

て
い
る
厳
し
い
交
通
情
勢
の
中

で
、
平
成
九
年
五
月
に
道
路
交

通
法
が
改
正
さ
れ
、
一
年
六
ヵ

月
以
内
に
、
段
階
的
に
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
三
十
日
か
ら
は
、
そ
の

第
一
段
階
と
し
て
、
高
齢
者
や

ト
レ
ー
ラ
ー
の
事
故
防
止
対
策

な
ど
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

【
高
齢
歩
行
者
の
保
護
】

　

運
転
者
は
「
通
行
に
支
障
が

あ
る
高
齢
者
」
が
道
路
を
横
断

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
は
、

徐
行
か
一
時
停
止
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
高
齢
運
転
者
の
保
護
一

　

身
体
機
能
の
衰
え
で
運
転
に

不
安
を
持
つ
高
齢
者
は
「
高
齢

者
標
識
」
を
付
け
る
よ
う
に
努

め
、
周
囲
の
運
転
者
は
、
標
識

の
付
い
た
車
に
、
幅
寄
せ
や
割

り
込
み
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

【
高
速
道
路
に
お
け
る
ト
レ
ー

ラ
ー
の
通
行
区
分
】

　

高
速
自
動
車
国
道
な
ど
の
本

線
車
道
で
は
、
ト
レ
ー
ラ
ー
は

最
も
左
側
の
車
線
を
通
行
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
運
転

者
講
習
会
（
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記

載
）
で
も
説
明
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。



●INFORMATION

●
年
金
の
無
料
相
談

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業

者
年
金
に
関
す
る
無
料
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

年
金
の
受
給
や
保
険
料
の
納
付
、

制
度
に
つ
い
て
な
ど
、
年
金
に
関

す
る
こ
と
な
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

★
日
時
1
0
月
1
8
日
①

　
　

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

　

場
所
大
野
市
農
協

　
　
　

（
J
A
ま
つ
り
会
場
内
）

★
日
時
1
0
月
2
1
日
吉

　
　

午
前
哨
一
時
～
午
後
3
時

　

場
所
大
野
織
物
工
業
協
同
組

　
　

合
2
階

★
日
時
1
0
月
2
5
日
①
・
2
6
日
⑧

　
　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

　

場
所
上
庄
農
協
本
所
（
J
A

　
　

フ
ェ
ス
タ
ー
N
上
庄
会
場
内
）

★
日
時
H
月
8
日
①
・
9
日
⑨

　
　

午
前
哨
一
時
～
午
後
4
時

　

場
所
有
終
会
館
（
お
お
の
産

　
　

業
フ
ェ
ア
ー
会
場
内
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

●
「
大
野
の
宝
物
」
を

　
　
　

探
し
ま
せ
ん
か

　

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
建
物
や
道

端
の
道
標
な
ど
、
地
元
の
人
は
普

段
気
付
か
な
く
と
も
、
旅
行
者
に

と
っ
て
は
魅
力
あ
る
「
大
野
の
宝

物
」
を
探
し
に
、
旧
市
街
地
を
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
探
し
出
し
た
宝
物
を
基
に

「
大
野
の
宝
物
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
当
市
の
良
さ
を
広
く
P
R
し
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
時
H
月
1
日
①
午
前
9
時

　

～
午
後
4
時
（
雨
天
中
止
）

宝
物
の
対
象
屋
外
に
あ
る
物

　
　

（
建
造
物
・
看
板
・
地
蔵
・
史

　

跡
・
道
標
な
ど
）

持
ち
物
弁
当

締
め
切
り
日
m
一
月
1
7
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
総
合
政
策
課
（
豊
6
6
・
I

　

I
I
I
内
線
4
3
3
）

●
九
頭
竜
線
利
用
に
助
成
金

　

九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
市
で
は
次

の
よ
う
な
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
対
象
回
数
券
ま
た
は
1
5
人

　

以
上
の
団
体
利
用
の
乗
車
券
を
、

　

越
前
大
野
駅
で
購
入
し
た
市
民

　

な
ど

助
成
額
【
回
数
券
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
回
数
券
購
入

　

費
の
1
0
分
の
2
【
団
体
利
用
】

　

九
頭
竜
線
利
用
区
間
の
運
賃
の

　

2
分
の
I

申
請
「
回
数
券
利
用
」
購
入
日

　

よ
り
1
年
以
内
に
購
入
し
た
回

　

数
券
の
表
紙
を
提
示
し
て
申
請

　

【
団
体
利
用
】
利
用
日
よ
り
1

　

年
以
内
に
越
前
大
野
駅
の
利
用

　

証
明
を
添
付
し
て
申
請

　
　

（
い
ず
れ
も
印
鑑
を
持
参
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

生
活
環
境
課
（
公
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
6
4
）

●
保
育
講
演
会

日
時
1
0
月
6
日
⑥
午
後
7
時

　

～
9
時

場
所
有
終
会
館

講
師
昭
和
女
子
大
学
岸
井
勇

　

雄
教
授

演
題
幸
せ
に
生
き
る
力
の
根
を

　

育
て
る

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
福
祉
課

　

児
童
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
5
）

●
1
6
‐
映
写
機
の

　

操
作
技
術
認
定
講
習
会

日
時
1
0
月
2
5
日
①
午
前
1
0
時

　

3
0
分
～
午
後
3
時

場
所
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

（
市
図
書
館
2
階
）

受
講
料
7
5
0
円

持
ち
物
筆
記
用
具
、
昼
食

定
員
5
人

申
込
方
法
所
定
の
申
込
書
で

　
　

（
電
話
で
も
可
能
）

締
め
切
り
日
1
0
月
2
2
日
⑥

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
酋
6
5

　

・
5
5
0
0
）

●
お
済
み
で
す
か

　

労
働
保
険
加
入
手
続
き

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業

安
定
所
）
と
労
働
基
準
監
督
署
で

は
労
働
保
険
の
加
入
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。
一
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
場
合
は
、
必
ず
労
働
保
険
に

加
入
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

大
野
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）
ま

　

た
は
大
野
労
働
基
準
監
督
署

　
　

（
容
6
6
・
3
8
3
8
）

●
農
業
用
水
路
改
修
で

　

断
・
減
水
に
ご
注
意

　

真
名
川
か
ら
取
水
し
て
い
る
農

業
用
水
路
が
、
改
修
の
た
め
断
水

ま
た
は
減
水
し
ま
す
。

【
明
後
幹
線
用
水
路
お
よ
び
支
線

用
水
路
】

期
間
1
0
月
3
1
日
②
ま
で

【
大
井
中
江
第
1
号
用
水
路
、
大

井
中
江
第
2
号
用
水
路
お
よ
び
支

線
用
水
路
、
掘
兼
上
江
用
水
路
お

よ
び
支
線
用
水
路
、
三
力
用
水
路
】

期
間
H
月
2
0
日
④
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
県
奥
越
農
村
整

　

備
事
務
所
（
豊
6
5
・
1
2
8
0
）

10月12日～18日は行政相談週間

官公署への苦情や意見、要望をご相談ください

　

毎日の暮らしの中で、官公署の仕事についての苦情や意見、要望

はありませんか。全国5，000人の行政相談委員は、皆さんから

官公署の仕事についての苦情などをお聞きしています。口頭、電話、

手紙のいずれの方法でも結構です。

　

相談は無料で、秘密は守られます。どなたでも気軽にご相談くだ

さい。

定例行政相談日時毎月第1・3木曜日

　　　　　　　　　　　

午後1時30分～4時

　　　　　　　　

場所有終会館

行政相談委員

　

吉田とみ字さん本町3－1（容66・3261）

　

三宅嵩さん天神町7－4（容65・0584）
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三
屋
祐
子
さ
ん
と
「
蕎
麦
写
真
」

　
　
　

橋
本
E
擲
さ
ん
（
田
野
）

　

田
野
の
橋
本
正
教
さ
ん
（
六
十
一
歳
）
の

宝
は
、
元
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
五
輪
選
手
の

三
屋
祐
子
さ
ん
と
一
緒
に
自
宅
で
撮
っ
た
写

真
で
す
。
そ
ば
が
縁
で
、
三
屋
さ
ん
と
一
緒

に
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
で
栽
培
し
、
そ
し
て
自
ら
が
打
っ
た

そ
ば
に
誇
り
を
持
つ
橋
本
さ
ん
。
三
屋
さ
ん

が
そ
ば
好
き
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
自
宅

に
招
い
て
そ
ば
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
三

屋
さ
ん
の
家
族
に
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
、
近
く
で
講
演
を
予
定
し
て
い

た
三
屋
さ
ん
は
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
そ

う
で
す
。

　

三
屋
さ
ん
が
、
橋
本
さ
ん
の
家
に
招
か
れ

た
の
は
、
お
と
と
し
の
一
月
。
こ
の
日
は
、

四
日
程
前
か
ら
雪
が
降
り
積
り
、
雪
に
よ
る

事
故
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
大
事
な
講
演
を

夜
に
控
え
た
三
屋
さ
ん
は
、
一
度
は
招
待
を

辞
退
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
橋
本
さ
ん
の
熱

意
に
う
た
れ
て
三
屋
さ
ん
は
、
足
を
運
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
の
親
戚
や
知
人
な
ど
一
同
で
出

迎
え
ら
れ
た
三
屋
さ
ん
が
、
こ
の
時
食
べ
た

そ
ば
は
二
杯
で
し
た
。
講
演
の
直
前
で
あ
っ

た
た
め
、
控
え
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

橋
本
さ
ん
の
家
で
は
、
代
々
ソ
バ
を
栽
培

し
て
い
て
、
年
越
し
そ
ば
や
大
事
な
来
客
の

と
き
な
ど
、
全
て
自
家
製
の
手
打
ち
そ
ば
を

用
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
だ
し
も
奥
さ
ん

の
手
作
り
の
も
の

で
す
。

　
　

「
私
か
誇
り
に

思
う
そ
ば
が
縁

で
、
有
名
な
三
屋

さ
ん
と
I
緒
に
そ

ば
を
食
べ
る
機
会

が
あ
っ
た
こ
と
は

光
栄
で
す
。
そ
の

と
き
の
写
真
は
大

事
な
思
い
出
と
し
て
私
の
宝
で
す
」
と
橋
本

さ
ん
は
、
に
こ
や
か
な
顔
で
し
た
。

市民のうごき

9月1日現在 前月比

世帯数 11，550世帯 1世帯

人口 41，182人 △4人

内訳
男 19，711人 △11人

女 21，471人 7人

8月中の異動
転入 47人 出生 28人

転出 56人 死亡 23人

市内の交通事故状況（9ヵヽ69）

件数内訳
平成9年

8月末

平成8年

8月末
比較

総件数 367件 339件 28件

人
身

事
故

件数 94件 90件 4件

死者 2人 1人 1人

傷者 133人 122人 11人

物損事故 273件 249件 24件

表
紙
の
こ
と
ば

　

十
月
に
入
り
、
徐
々
に
山
々

が
色
付
く
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

大
野
の
紅
葉
は
、
県
下
随
一
。

特
に
刈
込
池
の
紅
葉
は
、
美
し

さ
を
通
り
越
し
神
秘
的
で
あ
る

と
さ
え
言
え
ま
す
。
写
真
は
以

前
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
が
、

今
年
も
素
晴
ら
し
い
風
景
画

を
、
私
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

編
集
後
記

　

九
月
は
訃
報
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。
名
誉
市
民
で
元
衆
議
院
議

長
の
福
田
一
氏
に
続
き
、
林
順

一
県
議
会
議
員
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。
世
代
や
活
躍
の
場
こ

そ
違
え
、
郷
土
発
展
に
対
す
る

二
人
の
多
大
な
功
績
は
、
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

－風、、見鶏・

　

萩
原
朔
太
郎
の
詩
に

く
こ
ゝ
に
道
路
の
新
開

せ
る
は
直
と
し
て
市

街
に
通
ず
る
な
ら
ん

わ
れ
こ
の
新
道
に
立
て

ど
・
：
〉
（
小
出
新
道
）

が
あ
る
。
さ
て
少
し
前
の
話
で
恐
縮
だ
が
、
さ

る
五
月
に
国
道
1
5
8
号
の
新
丁
ト
ン
ネ
ル
が

開
通
し
た
▼
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
今
に
至
る
ま

で
、
大
野
市
か
ら
ヒ
ロ
ミ
（
広
み
＝
都
会
の
意

の
方
言
）
へ
開
け
た
道
と
し
て
は
美
濃
街
道
が

メ
ー
ン
だ
っ
た
。
そ
れ
は
他
に
も
勝
山
街
道
や

池
田
道
、
加
賀
道
に
西
谷
経
由
の
美
濃
道
と
い

っ
た
国
境
越
え
な
ど
、
幾
つ
か
の
道
も
あ
る
▼

け
れ
ど
も
主
要
道
と
い
え
る
の
は
、
一
方
の
南

東
口
、
和
泉
村
へ
の
穴
馬
街
道
は
お
い
て
、
西

北
口
の
福
井
へ
の
足
羽
街
道
が
（
丁
坂
越
え
も

あ
る
が
）
や
は
り
ヒ
ロ
ミ
ヘ
向
か
う
最
優
先
の

専
用
道
で
あ
っ
た
。
地
境
の
花
山
峠
越
え
は
中

継
点
、
境
界
で
あ
る
。
か
つ
て
そ
こ
は
別
離
再

会
の
哀
歓
模
様
の
場
と
な
っ
た
▼
一
方
、
大
正

三
年
越
前
電
鉄
が
大
野
口
ま
で
開
通
、
同
七
年

大
野
三
番
に
全
通
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
越
美

北
線
が
開
通
し
て
、
大
野
三
番
駅
が
電
車
の
、

越
前
大
野
駅
が
列
車
の
ヒ
ロ
ミ
ヘ
の
表
玄
関
口

と
な
っ
た
。
同
四
十
九
年
京
福
大
野
三
番
－
勝

山
間
が
廃
線
で
電
車
口
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
歴
史

は
移
り
変
わ
る
▼
道
と
い
う
の
は
、
人
と
時
代

の
盛
衰
を
見
つ
め
続
け
る
。
そ
し
て
他
地
と
未

知
へ
の
視
界
が
広
が
り
つ
な
が
る
も
の
。
と
も

あ
れ
ヒ
ロ
ミ
ヘ
の
主
道
と
な
る
一
つ
の
新
し
い

道
が
開
け
た
。
ま
た
新
丁
ト
ン
ネ
ル
な
る
ポ
イ

ン
ト
も
で
き
た
。
さ
ら
に
今
後
中
部
縦
貫
自
動

車
道
も
新
設
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
道
路
に
限
ら

ず
、
閉
鎖
性
打
破
の
視
野
も
新
開
へ
。
（
M
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
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広
聴
係
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容
0
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9
・
6
6
・
1
1
1
1
）
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